
【輸送用機械】

産出額：47兆円
GDP：13.8兆円
貿易収支：11.9兆円

【電気機械】

産出額：44.1兆円
GDP：16.4兆円
貿易収支：6.5兆円

【建設】

産出額：74.3兆円
GDP：33.7兆円
貿易収支：0円

【一般機械】

産出額：24.4兆円
GDP：9.7兆円
貿易収支：5.8兆円

【化学】

産出額：25.7兆円
GDP：9.2兆円
貿易収支：1.2兆円

【鉄鋼・非鉄金属】

産出額：23兆円
GDP：6.9兆円

貿易収支：8184億円

【食料品】

産出額：34兆円
GDP：12.2兆円

貿易収支：▲4.7兆円

【電気・ガス・水道】

産出額：24.2兆円
GDP：13.7兆円

貿易収支：▲17億円

【運輸・通信】

産出額：42.7兆円
GDP：31.8兆円
貿易収支：1.6兆円

【金属製品】

産出額：11.3兆円
GDP：4.8兆円

貿易収支：1191億円

【窯業・土石製品】

産出額：7.3兆円
GDP：3.3兆円

貿易収支：2348億円

【パルプ・紙】

産出額：7.6兆円
GDP：2.8兆円

貿易収支：▲1517億円

【石油・石炭製品】

産出額：15.7兆円
GDP：7.1兆円
貿易収支：▲2兆円

（貿易収支）

１２兆円

１０兆円

４兆円

２兆円

６兆円

８兆円

【精密機械】

産出額：3.4兆円
GDP：1.5兆円

貿易収支：6004億円

（名目ＧＤＰ）１０兆円 ２０兆円 ３０兆円

貿易収支ボーダーライン

輸
出
超
過

輸
入
超
過

【繊維】

産出額：2.3兆円
GDP：8839億円
貿易収支：2618億円

▲４兆円

▲６兆円

▲２兆円

０円

円の大きさは、日本企業の産出額を表す

出典：平成１７年版国民経済計算年報（内閣府）50% 60% 70% 80% 90% 100%

１０００億円

１兆円

１０兆円

１００兆円

【自動車】

売上高：40兆円
世界シェア：36.5%

１００億円

２５％ ５０％ ７５％ １００％

【情報通信機器】

売上高：37.8兆円
世界シェア：53.7%

【情報サービス】

売上高：7.4兆円
世界シェア：12.6%【医薬品】

売上高：5.8兆円
世界シェア：11.2%

【半導体】

売上高：4.3兆円
世界シェア：23.4%

【半導体製造装置】

売上高：9768億円
世界シェア：40% 【写真フィルム】

売上高：4800億円
世界シェア：40%

【液晶ディスプレイ】

売上高：1.2兆円
世界シェア：71.5%

【半導体材料】

売上高：2.4兆円
世界シェア：69.7%

【LCD用基板ガラス】
売上高：1800億円
世界シェア：60%

（世界市場規模）

（世界シェア）

【重電】

売上高：6.2兆円
世界シェア：35.3%

【分析機器】

売上高：1.3兆円
世界シェア：53%

０％

ニッチ・トップ産業（事例）
●：大型リチウムイオン電池関連

●：半導体製造装置関連 ●：機能性ガラス関連

●：半導体デバイス部材関連 ●：液晶関連【アーム型ロボット】

売上高：7304億円
世界シェア：42%

【タイヤ】

売上高：2.4兆円
世界シェア：27%

円の大きさは、日本企業の売上高を表す。

資料：経済産業省（原出典：自動車（各社決算報告書）、タイヤ（タイヤ年鑑2004）、写真
フィルム（フォトマーケット調べ（2003年）、アーム型ロボット（IFR統計）、情報サービス
（Digital Planet 2004)、金型・ニッチトップ産業（経済産業省資料） ）、前出産業以外（平
成１６年度ものづくり基盤技術の振興施策（経済産業省）

自動車は生産台数上位１５社から算出

情報通信機器、半導体製造装置、重電は売上高トップ１０から、分析機器は売上高トッ
プ８から、それぞれ算出。

１ドル＝１１１円

【金型】

売上高：1.5兆円
世界シェア：20%

【露光装置】

売上高：1780億円
世界シェア：60%

【カラーフィルター】

売上高：1558億円
世界シェア：89%

【正極材】

売上高：442億円
世界シェア：73% 【PDP用基盤ガラス】

売上高：350億円
世界シェア：100%

【封止材】

売上高：750億円
世界シェア：84%

100億円

1000億円

燃料電池
・自動車や家庭用などで大きな市場が期待

・環境対策の切り札
・市場創出に向け耐久性・コスト面で課題

情報家電
・日本が強い擦り合わせ産業
・たゆまぬ先端技術と市場を創成
・垂直連携、技術開発、人材、
知的財産保護に課題

ロボット
・介護支援、災害対策、警備など

人を支援・代替したり、
人に出来ないことをさせるニーズ

・技術力に日本の強み
・市場創出、技術開発、規制に課題

コンテンツ
・情報家電ともに大きな成長が期待
・日本のコンテンツの広がりが
世界の文化や市場にも波及

・流通、人材、資金調達などに課題

健康福祉機器・サービス
・健康な長寿社会の構築
・高齢者の社会参加
・財政負担少ない福祉
・健康産業の国際展開

・制度改革、ＩＴ化、バイオ技術等で課題

環境・エネルギー機器・サービス
・きれいな水、空気、土壌の回復
・優れた環境・エネルギー技術による

機器・サービスの開発
・環境規制、技術開発、情報開示等の課題

ビジネス支援サービス
・事業再編に伴う非コア業務分離、外注化
・ITを柱に新たなサービスが拡大
・雇用吸収先としての期待

・人材育成、品質・生産性に課題

①日本経済の将来の発展を支える戦略分野
②国民ニーズが強く、内需主導の成長に貢献する分野
③最終財から素材まで、大企業から中堅・中小まで、大都市から地方ま
で広範な広がりがあり、我が国の産業集積の強みが活かせる分野

④市場メカニズムだけでは発展しにくい障壁や制約あり、官民一体の
総合的政策展開が必要な分野

の
抽
出
４
条
件
】

【
戦
略
産
業
分
野

【市場ニーズの拡がりに対応
する新産業分野】

【先端的な新産業分野】

◆ 我が国経済の供給サイドに着目して、科学技術に関連する主要産業の売上高・世界市場シェア、付加価値額・貿易収支の定量データから、基幹産業の構造を鳥
瞰すると以下のとおり。
① 情報通信機器・サービス及び半導体材料・製造装置、電子部品等の関連部材産業が構成する情報通信関連産業情報通信関連産業は、我が国経済を支える最大の基幹産業。
② 自動車及び関連産業自動車及び関連産業は、貿易収支で最大の輸出産業で生産高で第二の基幹産業。
③ 産業機械（ロボット）、高機能材料、精密機器・計測機器等上記①②を中心に世界市場に高付加価値の中間財・部材を供給する高度部材産業高度部材産業は、我が国製造業
の競争力の基礎となる基幹産業。これらの高度部材産業の中には、世界市場を席巻するニッチトップの製品が多数存在している。

◆ 我が国の強みを考える場合、最終製品を生産する川下産業と川中・川上の部材産業との垂直的な連携（摺り合わせ）により他国に真似の出来ない技術革新を起
こし競争優位を築いている産業構造に着目することが重要。 （参照：経済産業省「新産業創造戦略」）

◆ 以上に代表されるような基幹産業に対して、それらの１０年後の付加価値創造を支えるコア技術となるようなハイリスク領域の研究開発が、政府研究開発投資の
対象となると考えられる。

４Ⅱ．経済・産業の発展に寄与する例
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◆ 我が国経済・産業の発展への寄与という観点から考える場合、供給サイ
ドのみならず、国内外の需要の広がりに着目することが必要。世界規模で
進展する少子高齢化や環境問題への対応ニーズ等を踏まえると、今後、科
学技術が大きな潜在市場を切り拓くことが期待される基幹的な産業分野と
して、健康・医療福祉分野、環境・エネルギー分野が考えられる。

◆ なお、経済産業省「新産業創造戦略」においては、①日本経済の将来の
発展を支える戦略分野、②国民ニーズが強く、内需主導の成長に貢献する
分野、③最終財から素材まで、大企業から中堅・中小まで、大都市から地方
まで広範な広がりがあり、我が国の産業集積の強みが活かせる分野、④市
場メカニズムだけでは発展しにくい障壁や制約があり、官民一体の総合的
政策展開が必要な分野、を抽出条件として、戦略産業７分野を掲げている。

【先端的新産業分野】

（出所：経済産業省「新産業創造戦略」）

１兆円
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ソフト

ＩＴ

材料
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センサ

デジタル技術

原料
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特殊ガラス

化学
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◆ 国民生活の課題解決に寄与する科学技術の事例として、以下のように様々なものが挙げられる。

５

Ⅲ．国民生活の課題解決に寄与する例

①がんの予防・診断・治療技術①がんの予防・診断・治療技術

がんは、昭和５６年以降日本人の死亡原因の第１位を占め、現在ではその３割を占めるに至って
いる。より有効な対策がとられない限り、がん死亡者数は現在の約３０万人から２０２０年には４５
万人まで増加するとの試算もある。

第３次対がん１０か年戦略（平成１６年度～２５年度）第３次対がん１０か年戦略（平成１６年度～２５年度）

国が推進するがんの予防・診断・治療技術の例

※ 総合科学技術会議「平成１５年度に実施した 「第３次対がん１０か年総合戦略に基づく研究開発」の評価結論について」

出典： 内閣府、文部科学省、厚生労働省、放射線医学総合研究所 等

これまでの我が国の対がん戦略
対がん１０か年総合戦略
（昭和５９年度～平成５年度）
がん克服新１０か年戦略
（平成６年度～１５年度）

「これまでの２０年間の取り組みにおいては、
がんの特性の解明に向けた研究が大きく進
むとともに、画期的な診断・治療につながる
基礎的研究の成果が得られ、また、診断・
治療法の開発においても着実な進展が認
められた。」

※

これまでの我が国の対がん戦略
対がん１０か年総合戦略
（昭和５９年度～平成５年度）
がん克服新１０か年戦略
（平成６年度～１５年度）

「これまでの２０年間の取り組みにおいては、
がんの特性の解明に向けた研究が大きく進
むとともに、画期的な診断・治療につながる
基礎的研究の成果が得られ、また、診断・
治療法の開発においても着実な進展が認
められた。」

※

予防技術開発
ゲノム情報を取り入れた
がん予防法の研究
ハイリスクグループの把握、
新規がん化学予防剤の開発

診断技術開発
分子イメージング技術開発
ナノテクノロジーを活用した
内視鏡光診断技術開発

治療技術開発
疾患の遺伝子の解明に基づく
テーラーメイド医療実現のための研究
ドラッグデリバリーシステムの開発
重粒子線がん治療研究
革新的な分子標的薬の開発

重粒子線がん治療装置によるがん治療分子イメージング

放射線医学総合研究所の重粒子線がん
治療装置（ＨＩＭＡＣ）は世界初の医用重粒
子線加速器。平成６年度から炭素イオンを
用いた臨床試験を開始、平成16年11月ま
でに2,041名を治療。

治療としての有効性と安全性が実証され、
平成15年度に高度先進医療の承認を受け
る。

生物が生きた状態のまま外部から生体内
の遺伝子やタンパク質などの様々な分子の
挙動を観察する技術。

ＰＥＴ（ポジトロン断層撮影法）による分子
イメージングが、近年、がん診断に広く利用
されるようになった。保険適用され、全国８０
施設以上で利用（予定含む）。

②基盤再生・革新②基盤再生・革新

基盤を診断、解体、再生するための技術

健全度診断、環境低負荷型解体手法、長寿命化 など

基盤の高度化による競争力の確保、海洋利活用のための技術

基盤高度化・・・都市再構築、ＩＴＳ、高効率輸送ｼｽﾃﾑ など
海洋調査・利活用・・・大陸棚調査、洋上風力発電ﾌﾟﾗｯﾄﾎｰﾑ など

出典： 国土交通省資料に基づき内閣府にて作成

大規模浮体式風力発電

（ポンツーン型）

360度回転

潮流・海流エネルギー回収システム

新船型・ｽｰﾊﾟｰﾏﾘﾝｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ・二重反転ポッドﾌﾟﾛﾍﾟﾗ

二重反転ポッドプロペラ

スーパーマリンガスタービン

輸送能力増、単位貨物輸送当たりのCO2 排出量減、
低騒音、船上メンテナンスフリー

輸送能力増、単位貨物輸送当たりのCO2 排出量減、
低騒音、船上メンテナンスフリー

①船単体としての環境負荷の低減
②安全運航を確保しつつ労働環境を改善
③内航輸送コストの削減

○ 物流効率化
○ 物流における環境負荷低減

高効率輸送ｼｽﾃﾑ・・・次世代内航船推進ｼｽﾃﾑの開発・実証 洋上風力発電ﾌﾟﾗｯﾄﾎｰﾑ・・・海洋ｴﾈﾙｷﾞｰの効率的利用技術

科学技術を国民のくらしに還元するため、様々な要素技術を組合せ・統合・高度化する「社会的技
術※」は、国の安全確保、環境と経済の両立など様々な課題解決に大きな役割を担っている。

大規模浮体式風力発電
（無係留沖合い遊弋型）

◆ 海流・潮流エネルギー、海洋温度差発電など再生可能エ

ネルギーを複合的に使った施設の開発。
◆大規模浮体式風力発電実証プラントの開発。

◆海流・潮流エネルギー、海洋温度差発電など再生可能エ

ネルギーを複合的に使った施設の開発。
◆大規模浮体式風力発電実証プラントの開発。

法務省 赤レンガ棟

基盤の再生・・・歴史的建造物の保存・活用

歴史的建外観の保存と新たな機能の融合歴史的建外観の保存と新たな機能の融合

長寿命化・・・ライフサイクルコストを最小化

国立西洋美術館 横浜税関本関

中央合同庁舎第７号館（文科省）

健全度

経年

補修補修

補修

長寿命化

事後的保全

補修

【道路構造物（橋梁）の延命化のイメージ】
健全度

経年

補修補修

補修

長寿命化

事後的保全

補修

【道路構造物（橋梁）の延命化のイメージ】

様々な要素技術を組合せ・統合・高度化

既存橋梁の長寿命化

・高強度鋼
・波形鋼板

・プレストレスト
コンクリート

・繊維シート

【橋梁の老朽化による損傷例】

①構造物の劣化予測
②非破壊検査
③モニタリングシステム

↓
維持管理の高度化

※ 国土交通技術会議「第３期科学技術基本計画に
向けて（平成１７年４月）」の提言における定義による。




